


目
次第

一
章　

超
次
元
上
昇
ネ
オ
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
道

あ
る
日
突
然
、５
次
元
意
識
の
探
求
が
始
ま
っ
た

新
人
類
は
量
子
宇
宙
に
つ
な
が
っ
て
い
る

非
局
在
が
新
人
類
へ
の
鍵

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
理
論
は
「
意
識
」
が
抜
け
て
い
る

量
子
ク
ラ
ウ
ド
と
量
子
サ
ー
バ
ー
で
意
識
は
宇
宙
と
つ
な
が
っ
て
い
る

シ
ャ
ス
タ
山
の
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
・
ビ
ー
ム

世
界
初
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ま
だ
間
に
合
う
２
０
２
０
年
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
組

シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
に
入
学

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
経
由
で
量
子
宇
宙
へ
ソ
ウ
ル
ト
リ
ッ
プ

量
子
宇
宙
の
ト
モ
ダ
チ
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ク
リ
ス
タ
ル
ス
カ
ル
の
ト
リ
ッ
プ

白
鳥
座
の
未
来
か
ら
来
た
自
分
た
ち
と
出
会
う

ホ
ロ
グ
ラ
フ
で
は
、２
次
元
か
ら
３
次
元
が
生
ま
れ
る

量
子
宇
宙
で
の
爆
発
か
ら
始
ま
っ
た
こ
ち
ら
の
宇
宙

第
二
章　

私
た
ち
は
６
次
元
の
世
界
に
住
ん
で
い
る

大
宇
宙
の
モ
デ
リ
ン
グ

ど
こ
で
も
ド
ア
の
高
次
元
通
信

意
識
の
ア
ン
テ
ナ
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

宇
宙
は
表
と
裏
で
で
き
て
い
る

フ
ー
リ
エ
変
換
は
逆
数
の
世
界

ダ
ー
ク
マ
タ
ー
に
は
量
子
宇
宙
の
デ
ー
タ
が
詰
ま
っ
て
い
る

量
子
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
で
サ
イ
キ
ッ
ク
自
由
自
在

地
球
の
周
波
数

人
体
の
頭
脳
の
周
波
数

コ
ジ
レ
フ
ミ
ラ
ー
は
テ
レ
パ
シ
ー
を
可
能
に
す
る

ホ
ワ
イ
ト
ノ
イ
ズ
が
含
む
情
報
と
は
？
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意
識
と
物
質
を
統
合
し
た
12
次
元
統
一
場
理
論

高
次
元
の
意
識
が
現
実
を
つ
く
る

意
識
と
物
質
は
表
裏
一
体

私
た
ち
は
６
次
元
の
世
界
に
住
ん
で
い
る

現
実
界
を
つ
く
る
高
次
元
の
仕
組
み

量
子
も
つ
れ
の
不
思
議
な
世
界

地
球
の
意
識
測
定
で
９
・
11
を
検
出
し
た
！

世
界
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
り
地
球
全
体
の
目
覚
め
が
起
き
て
世
界
平
和
に
な
る

第
三
章　

Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

ハ
イ
ム
の
理
論
で
超
光
速
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
推
進
装
置
が
で
き
る

ニ
コ
ラ
・
テ
ス
ラ
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
サ
リ
バ
ン
と
シ
リ
ウ
ス
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ

神
出
の
夏
至
祭
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
撮
影
に
成
功

ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
博
物
館

謎
の
渦
巻
く
エ
リ
ア
51

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
基
地
だ

8688899093949899102107111112116117118



ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
真
の
建
設
方
法
と
次
元
ポ
ー
タ
ル
機
能

サ
イ
キ
ッ
ク
考
古
学
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
考
古
学

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
大
宇
宙
と
つ
な
が
る
装
置
だ

仏
教
に
見
る
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
宇
宙

第
四
章　

ネ
オ
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
で
日
本
は
生
ま
れ
変
わ
る

日
本
初
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

京
都
Ｕ
Ｆ
Ｏ
秘
密
会
議

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
京
都

ホ
ピ
族
と
宇
宙
人

ホ
ピ
族
に
伝
わ
る
ポ
ー
ル
シ
フ
ト
の
予
言

ジ
ェ
リ
ー
・
ホ
ナ
ワ
が
コ
ン
タ
ク
ト
す
る
、３
本
指
の
宇
宙
人

第
五
章　

ネ
オ
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
準
備
完
了

レ
ム
リ
ア
と
夏
至
の
日
の
出
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火
祭
り　
国く
に

之の

常と
こ

立た
ち
の

神か
み

、艮
の
金
神
が
ご
降
臨

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
日
本
が
発
祥
の
地
で
あ
る

十
和
田
湖
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

金
峰
山
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

淡
路
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

伊
弉
諾
と
伊
弉
冉
の
生
ま
れ
変
わ
り

ユ
ダ
ヤ
の
遺
産
が
淡
路
に
眠
っ
て
い
た

日
本
人
は
新
人
類
に
進
化
す
る

レ
ム
リ
ア
の
女
王
ダ
イ
ア
ナ
・
ゲ
イ
ズ

素
盞
嗚
尊
の
封
印
を
解
く

第
六
章　

地
球
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン　
愛
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

レ
ム
リ
ア
は
「
み
ん
な
仲
良
く
」

レ
ム
リ
ア
の
音
楽

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
レ
ム
リ
ア
の
沈
没
か
ら
復
活
す
る
大
陸

レ
ム
リ
ア
の
霊
性
復
帰
の
動
き　
シ
ュ
ー
マ
ッ
シ
ュ
族
の
レ
ム
リ
ア
回
帰
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

母
な
る
地
球
の
意
識
と
つ
な
が
る
パ
ウ
ワ
ウ
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レ
ム
リ
ア
の
ド
ラ
ゴ
ン
と
宇
宙

第
七
章　

カ
ル
マ
の
浄
化
が
ネ
オ
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
鍵

過
去
生
か
ら
の
多
大
な
る
影
響

過
去
生
と
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

球
体
の
中
を
反
射
し
な
が
ら
生
ま
れ
変
わ
る
カ
ル
マ
の
法
則

時
間
ス
パ
イ
ラ
ル
の
中
、関
係
を
変
え
な
が
ら
生
ま
れ
変
わ
る

あ
る
霊
媒
師
が
見
た
、
た
く
さ
ん
の
過
去
生

私
の
過
去
生
は
「
山
本
五
十
六
」
、霊
団
か
ら
戦
争
責
任
を
追
及
さ
れ
た

私
が
惑
星
を
爆
破
し
て
殺
し
た
知
り
合
い

エ
ジ
プ
ト
祭
司
が
見
た
た
く
さ
ん
の
過
去
生
で
歴
史
を
解
明

過
去
生
を
思
い
出
す
方
法

ダ
ウ
ジ
ン
グ
で
過
去
生
を
調
べ
る
方
法

魂
の
ト
ラ
ベ
ル
で
過
去
生
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う

過
去
生
ヒ
ー
リ
ン
グ

過
去
生
の
傷
を
癒
す
ソ
ウ
ル
ピ
ー
ス
リ
カ
バ
リ
ー

攻
撃
型
か
ら
癒
し
型
に
進
歩
し
た
ソ
ウ
ル
ピ
ー
ス
リ
カ
バ
リ
ー
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霊
障
か
ら
の
解
放

怨
霊
を
生
み
怨
霊
で
人
心
を
操
作
す
る

霊
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
浄
化

第
八
章　

高
次
元
意
識
と
つ
な
が
ろ
う

生
ま
れ
る
前
の
計
画

自
分
の
魂
が
お
母
さ
ん
の
お
腹
に
入
る
瞬
間
前
の
記
憶

我
々
は
親
を
選
ん
で
い
た

体
内
に
宿
る
神

薬
草
に
よ
る
驚
異
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
死
者
と
交
信
で
き
る

魂
の
ト
ラ
ベ
ル
の
特
徴

高
次
元
人
類
へ
の
変
容
の
た
め
の
瞑
想
法

生
ま
れ
る
前
の
自
分
の
計
画
を
思
い
出
す
瞑
想

傷
つ
い
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
光
の
体
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
近
づ
け
る
瞑
想

絶
対
的
安
心
感
が
得
ら
れ
る
瞑
想

人
生
の
悲
し
み
を
癒
す
瞑
想
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第
三
の
目
を
開
く
方
法

サ
イ
キ
ッ
ク
能
力
を
増
す
体
の
使
い
方

エ
ジ
プ
ト
の
秘
儀

「
自
分
の
中
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
れ
」
ド
ン
・
フ
ァ
ン
の
教
え

第
九
章　

超
能
力
の
世
界

驚
き
の
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
体
験

量
子
力
学
で
の
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る

ス
プ
ー
ン
を
目
で
切
り
落
と
す
男

蠅
を
吸
い
寄
せ
て
気
絶
さ
せ
る

第
十
章　

ホ
ロ
グ
ラ
フ
、プ
ラ
ズ
マ
、微
生
物
が
、新
人
類
の
体
を
つ
く
る

顕
微
鏡
の
血
液
が
意
識
で
動
く

新
人
類
化
を
阻
止
す
る
闇
を
光
に
変
え
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

日
本
に
は
毒
を
売
り
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
力
を
入
れ
る
中
国

日
本
に
あ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
先
端
技
術
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吉
良
農
法　
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
動
く
微
生
物

微
生
物
活
性
剤
バ
ク
チ
ャ
ー
が
す
ご
い

創
生
水　
死
に
そ
う
な
人
を
蘇
ら
せ
る
奇
跡
の
パ
ワ
ー

還
元
に
よ
る
悪
玉
菌
の
弱
体
化

毒
に
よ
り
細
胞
は
酸
欠
壊
死
す
る

解
毒
に
は
体
内
の
水
が
最
も
重
要
な
鍵
と
な
る

量
子
宇
宙
と
「
至
福
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」

放
射
能
を
解
毒
す
る

私
自
身
の
経
験
で
分
か
っ
た
こ
と

第
十
一
章　

ポ
ー
ル
シ
フ
ト
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た

ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録　
第
６
章
12
〜
17
節

地
球
は
小
氷
河
期
に
突
入

太
陽
系
惑
星
の
ポ
ー
ル
シ
フ
ト
は
す
で
に
起
き
て
い
る

今
は
太
陽
の
次
元
が
シ
フ
ト
し
て
い
る

太
陽
の
異
変
が
観
測
さ
れ
て
い
る

太
陽
周
辺
か
ら
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
の
バ
イ
オ
ス
フ
ィ
ア
が
現
れ
銀
河
連
邦
戦
艦
が
出
迎
え
た

253256258259260263265269270274275276277277281



木
星
の
ポ
ー
ル
シ
フ
ト

土
星
の
ポ
ー
ル
シ
フ
ト

シ
リ
ウ
ス
人
と
ホ
ピ
族
長
老
の
予
言
で
は
沖
縄
が
上
昇
す
る

高
次
元
か
ら
の
指
導
を
受
け
た
ペ
ニ
ー
・
ケ
リ
ー

仏
の
生
ま
れ
変
わ
り
「
当
来
佛
」
に
よ
る
ポ
ー
ル
シ
フ
ト
予
言

地
球
の
ポ
ー
ル
シ
フ
ト
は
、
い
つ
起
こ
る
か
？

携
挙
は
あ
る
か
？

ポ
ー
ル
シ
フ
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー

ポ
ー
ル
シ
フ
ト
の
後
ど
う
な
る
の
？

ポ
ー
ル
シ
フ
ト
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

第
十
二
章　

個
を
超
え
て
地
球
全
体
の
ネ
オ
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
へ

地
下
Ｕ
Ｆ
Ｏ
基
地
と
宇
宙
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

地
球
内
Ｕ
Ｆ
Ｏ
基
地
で
70
億
人
の
意
識
を
管
理
し
て
い
る

量
子
宇
宙
の
新
人
類
へ

意
識
を
高
め
る
こ
と
で
各
自
が
新
人
類
に
な
り
、臨
界
点
を
超
え
る
と
地
球
全
体
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
が
起
き
る

宇
宙
の
構
造
は
ミ
ラ
ク
ル

284285285288292294296298299300302303303304304



新
人
類
へ
の
移
行
の
た
め
の
宇
宙
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
十
三
章　

ネ
オ
ア
セン
ション
と
ポ
ー
ルシ
フ
ト
を
迎
え
、次
元
を
超
越
せ
よ

宇
宙
は
我
々
の
中
に
あ
る

３
次
元
の
世
界
の
方
が
生
き
残
る
手
段

シ
ェ
ル
タ
ー
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

方
舟
型
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
で
快
適
に

テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
タ
イ
ム
マ
シ
ン

火
星
移
住
計
画

日
本
人
の
起
源
は
火
星
に
あ
っ
た
⁉ 

深
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
が
各
国
で
建
造
さ
れ
て
い
る

生
き
残
り
後
の
ケ
ア
も
重
要

ポ
ー
ル
シ
フ
ト
と
小
氷
河
期
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

日
本
人
の
霊
性
が
復
活
す
る

最
後
に
一
言

305308313316319322322323325327328329330330



第
一
章　

超
次
元
上
昇
ネ
オ
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
道
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あ
る
日
突
然
、5
次
元
意
識
の
探
求
が
始
ま
っ
た

　
目
を
開
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
青
空
、
紫
外
線
で
紫
に
輝
く
海
原
、
そ
し
て
ピ
ン
ク
の
砂
浜
。
そ
の
浜
で

来
る
日
も
来
る
日
も
、
ビ
ー
チ
・
チ
ェ
ア
に
身
を
預
け
て
ま
ど
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。
１
９
９
６
年
、
バ
ハ

マ
の
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ピ
ン
ク
サ
ン
ド
ビ
ー
チ
で
の
こ
と
で
す
。
現
地
の
人
並
み
に
黒
く
な
り
つ

つ
あ
っ
た
そ
の
日
、
相
変
わ
ら
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
、
突
然
、
啓
示
を
受
け
ま
し
た
。
頭
の
中
に

声
が
聞
こ
え
た
と
か
で
は
な
く
、
そ
の
啓
示
に
全
身
を
包
ま
れ
た
感
じ
で
し
た
。

「
５
次
元
の
勉
強
を
し
ろ
」

「
え
、
５
次
元
？
」

　
大
学
で
理
学
部
物
理
を
専
攻
し
て
い
た
私
は
面
食
ら
い
ま
し
た
。

「
５
次
元
っ
て
？　
４
次
元
ま
で
は
想
像
つ
く
が
？
」

　
バ
ハ
マ
か
ら
、
当
時
、
会
社
を
経
営
し
て
い
た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
戻
っ
た
後
、
困
惑
し
な
が
ら
本
屋

に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
漁
っ
て
み
ま
し
た
が
、
ミ
チ
オ
・
カ
ク
教
授
の
月
並
み
な
物
理
の
本
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
天
か
ら
物
理
に
つ
い
て
の
啓
示
が
く
る
こ
と
な
ど
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
日
本
に
戻
っ
て
い
た
友
人
が
「
こ
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
？
」
と
、
み
や
げ
に
一
冊
の

本
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
ウ
ン
モ
星
人
に
関
す
る
本
『
宇
宙
人
ユ
ミ
ッ
ト
か
ら
の
手
紙
』
で
し
た
。
な
る

ほ
ど
と
読
み
漁
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
著
者
で
コ
ン
タ
ク
テ
ィ
ー
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
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第一章　超次元上昇ネオアセンションへの道

ル
・
プ
チ
に
連
絡
を
取
り
ま
し
た
。
パ
リ
に
行
っ
た
際
、
つ
い
で
に
会
お
う
と
か
話
し
ま
し
た
が
、
あ
ま

り
に
田
舎
す
ぎ
て
遠
か
っ
た
の
で
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

　
彼
と
の
や
り
と
り
は
そ
の
後
も
続
き
ま
し
た
。
貴
重
な
資
料
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら

英
語
へ
の
翻
訳
を
頼
ま
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
構
造
、
時
間
の
概
念
、
宇
宙
理
論
、
宇
宙
の
数

学
と
い
ろ
い
ろ
読
み
ま
し
た
。
当
時
話
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
で
す
が
、
今
で
は
み
ん
な

に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
速
、
ウ
ン
モ
星
人
に
つ
い
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
（
残
念

な
が
ら
今
は
閉
鎖
し
て
い
ま
す
）。

ウンモUFO

内部構造図。内部は回転する。
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新
人
類
は
量
子
宇
宙
に
つ
な
が
っ
て
い
る

「
訳
の
分
か
ら
な
い
ウ
ン
モ
星
人
の
話
を
聞
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
は
？
」
と
思
う
方
も
多
い
で
し

ょ
う
、
し
か
し
、
ウ
ン
モ
星
人
の
考
え
が
、
後
述
す
る
、
何
で
も
分
か
る
量
子
装
置
タ
イ
ム
ウ
ェ
ー
バ
ー

の
基
礎
理
論
を
つ
く
っ
た
ロ
シ
ア
の
学
者
で
、
２
０
０
万
年
後
の
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
を
撮
影
し
た
未
来

望
遠
鏡
を
つ
く
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
・
コ
ジ
レ
フ
（
第
二
章
80
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
、
ド
イ
ツ
の
理
論
物
理
学
者

ウンモ文字

宇宙での写真
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で
、
精
神
が
物
質
を
つ
く
る
神
の
統
一
場
理
論
を
完
成
さ
せ
た
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
ハ
イ
ム
の
基
礎
理
論
と

同
じ
だ
と
な
れ
ば
、
少
し
は
目
が
覚
め
る
で
し
ょ
う
。

　
惑
星
ウ
ン
モ
の
理
論
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
本
に
は
ウ
ン
モ
星
人
の
数
学
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
宇
宙
の
数
学
は
多
値
論
理
で
す
。
個
人
的
に
大
変
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
私
が
東
芝

に
在
籍
し
て
い
た
頃
、
多
値
論
理
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
特
許
を
出
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
本
に
は
ウ
ン
モ
星

人
の
数
学
の
論
理
の
例
題
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
質
問
で
始
ま
り
ま
す
。

『
こ
の
黒
板
に
書
い
て
あ
る
こ
と
は
全
て
噓
で
す
』
と
黒
板
に
書
い
て
あ
る
と
き
、『
書
い
て
あ
る
こ
と

は
噓
か
本
当
か
？
』
と
い
う
質
問
で
し
た
。
こ
の
答
え
は
、
少
し
考
え
を
切
り
替
え
な
い
と
気
が
付
け
な

い
、
非
常
に
重
要
な
課
題
と
言
え
ま
す
。

　
実
は
、
議
論
を
す
る
と
き
「
も
の
を
考
え
る
と
き
、
意
識
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
が
介
在

す
る
か
ら
で
す
。
コ
ジ
レ
フ
や
ハ
イ
ム
ら
先
端
を
超
え
た
科
学
者
以
外
の
普
通
の
西
側
諸
国
の
科
学
者
に

は
、
こ
の
問
題
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
的
な
科
学
者
は
、
ま
ず
こ
の
問
題
を
考
え
る
と

き
、
意
識
が
黒
板
の
中
に
入
り
、
そ
の
意
識
体
の
視
点
が
黒
板
の
中
に
あ
る
か
ら
で
す
。

　
我
々
の
視
点
が
黒
板
の
中
に
あ
れ
ば
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
こ
の
議
論
を
し
て
い
る
と

き
に
は
、
我
々
の
視
点
（
目
玉
＝
意
識
）
は
、
黒
板
の
外
に
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
宇
宙
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
視
点
の
移
動
と
い
う
も
の
が
本
書
の
重
要
な
部
分
に
な
り
ま
す
。
で
は
「
視
点
」
と
は
何
な
の
で
し

ょ
う
か
。
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非
局
在
が
新
人
類
へ
の
鍵

　
ま
ず
、
今
ま
で
の
地
球
の
物
理
学
は
、「
意
識
」
を
無
視
し
て
き
ま
し
た
。
物
理
学
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
物
質
の
こ
と
し
か
記
述
し
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
れ
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
世
界
で
あ
り
、
物
質

は
「
局
在
し
て
い
る
」
と
い
う
、
局
在
の
世
界
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
彼
の
「
局
在
主
義
」
で
は
、

光
の
２
重
ス
リ
ッ
ト
実
験
の
、
フ
ォ
ト
ン
の
干
渉
性
を
説
明
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー

や
デ
ィ
ラ
ッ
ク
の
量
子
力
学
で
は
、
フ
ォ
ト
ン
の
粒
子
性
と
波
動
性
を
示
し
ま
し
た
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
は
、
こ
の
非
局
在
性
を
茶
化
す
た
め
「
エ
ン
タ
ン
グ
ル
メ
ン
ト
み
た
い
な
変
な
話
が
あ
る
じ
ゃ
な
い

か
」
と
言
っ
て
笑
い
ま
し
た
。

　
２
個
の
フ
ォ
ト
ン
が
、
エ
ン
タ
ン
グ
ル
メ
ン
ト
（
量
子
絡
み
合
い
）
で
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
と
、
２
０

１
６
年
の
大
ヒ
ッ
ト
ア
ニ
メ
『
君
の
名
は
。』
の
よ
う
に
、
片
方
が
「
男
」
な
ら
、
ど
ん
な
に
離
れ
て
い

て
も
、
か
つ
ど
ん
な
に
時
間
が
隔
た
っ
て
い
て
も
、
も
う
片
方
は
「
女
」
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
「
非
局

在
性
」
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
局
在
主
義
の
た
め
、
こ
の
非
局
在
性
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
実
験
で
は
、
一
見
お
か
し
く
見
え
る
「
非
局
在
」
の
ほ
う
が
本
当
だ
と
分
か
っ
た
の
で
す
。

　
さ
て
、
お
金
儲
け
に
目
が
く
ら
ん
で
い
る
科
学
者
や
技
術
者
は
、「
な
ぜ
非
局
在
か
」
と
い
う
こ
と
に
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つ
い
て
は
分
か
ら
ず
に
、
ま
た
興
味
も
な
く
、「
よ
し
、
光
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
作
ろ
う
。
儲
か
る
ぜ
」
と

い
う
方
向
に
雪
崩
を
打
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
の
本
で
は
、
な
ぜ
非
局
在
に
な
る
の
か
は
、
実
は
、「
意

識
」
の
問
題
で
あ
る
と
明
言
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
宇
宙
の
構
造
を
理
解
す
る
た
め
の
「
意
識
物
理
学
」
を
提
唱
し
、
そ
の
応
用
と
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
上
を
行
く
「
量
子
ク
ラ
ウ
ド
」
の
世
界
を
理
解
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
の
量
子
ク

ラ
ウ
ド
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
新
人
類
へ
の
脱
皮
で
あ
り
、
地
球
や
宇
宙
平
和
に
つ
な
が
る
こ
と
な
の
で

す
。
そ
し
て
地
球
と
い
う
大
い
な
る
一
つ
の
魂
に
つ
な
が
り
進
化
す
る
の
で
す
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
理
論
は「
意
識
」が
抜
け
て
い
る

　
ア
イ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
も
の
を
考
え
る
と
き
、
意
識
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
あ
る
い
は
「
ど
こ
か
ら
見

て
い
る
の
か
」
と
い
う
「
観
測
者
」
の
問
題
を
解
け
た
で
し
ょ
う
か
。
彼
は
相
対
性
理
論
を
説
明
す
る
た

め
に
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
思
考
実
験
」
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
宇
宙
空
間
を
上
下
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
中
に
観
測
者
が
い
る
と
き
、
一
方
の
壁
か
ら
反
対
側
の
壁
に
光
が
通
り
抜
け
た
ら
、
そ
れ
は
観
測
者
に

ど
う
見
え
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
す
。
観
測
者
の
「
視
点
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ま
ず
「
観
測
者
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
に
い
る
」
と
い
う
前
提
に
立
つ
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
実
は
こ
こ
で
す
で
に
ア
ウ
ト
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
に
い
る
観
測
者
を
想
像
し
て
い
る
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と
き
、
我
々
の
「
視
点
」
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う

と
、
観
測
者
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
両
方
見
え
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
外
か
ら
見
え
る
だ
ろ
う

映
像
を
頭
の
中
に
想
像
し
て
い
る
の
で
す
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
考
え
の
よ
う
に
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

中
」
に
囚
わ
れ
て
は
い
な
い
の
で
す
。

　
ウ
ン
モ
星
人
の
考
え
方
は
、
時
間
に
つ
い
て
も
違
い
ま
す
。
時
間
は
３
次
元
の
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
の
よ

う
な
構
造
で
、
あ
る
時
間
の
と
こ
ろ
に
光
が
当
た
る
と
、
そ
こ
が
現
在
の
世
界
に
な
る
と
い
う
考
え
方
で

す
。

　
高
次
元
宇
宙
に
は
、
宇
宙
の
集
合
意
識
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ウ
ン
モ
星
人
に
よ
れ
ば
、
こ
の
集
合
意

識
と
は
、
人
間
の
視
床
下
部
に
あ
る
96
個
の
ク
リ
プ
ト
ン
原
子
が
不
思
議
に
整
列
し
て
い
て
、
そ
れ
が
集

合
意
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ウ
ン
モ
星
人
は
、
人
間
に
も
そ
れ
が
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
素
粒
子
は
、
同
じ
も
の
を
違
う
角
度
か
ら
見
て
、
見
え
方
が
違
う
だ
け
で
、
実
は
す
べ
て
同
じ
も

の
だ
と
い
い
ま
す
。

　
宇
宙
は
、
我
々
の
属
す
る
一
つ
の
宇
宙
だ
け
で
は
な
く
、
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
宇
宙
を
表
す
英
語
は

Universe

で
す
。Uni-

は
一
個
の
こ
と
で
す
か
ら
、
た
く
さ
ん
あ
る
宇
宙
な
ら
、M

ultiverse

と
な
り

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
最
近
は
、
マ
ル
チ
バ
ー
ス
と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
球
が
属
す
る
宇
宙
の
対
に
な
っ
て
い
て
、
反
物
質
で
で
き
て
い
る
量
子
宇
宙
が
あ
り
ま
す
（
今

ま
で
は
、
反
宇
宙
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
よ
う
な
誤
解
を
与
え
る
の
で
、
こ
の
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本
で
は
、
量
子
宇
宙
と
い
う
呼
び
方
に
し
ま
し
た
。
惑
星
ウ
ン
モ
で
は
、
双
子
の
宇
宙
と
い
い
ま
す
。
裏

宇
宙
と
呼
ぶ
と
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
で
し
ょ
う
か
）。
反
物
質
の
量
子
宇
宙
で
は
、
質
量
が
負
で
す
。
質

量
が
負
と
い
う
の
は
、
質
量
が
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
他
の
座
標
系
に
属
し
て
い
る
と
い
う

意
味
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
物
質
は
存
在
せ
ず
、
精
神
や
魂
の
み
で
で
き
て
い
て
質
量
の
な
い
宇
宙
も
あ
り
ま
す
。

　
非
次
元
的
か
つ
時
間
を
超
越
し
て
い
て
透
明
な
宇
宙
も
あ
り
ま
す
。

　
多
次
元
の
宇
宙
に
お
い
て
、BUAW
A

（
魂
）
に
は
、
幅
も
高
さ
も
、
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

質
量
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
魂
は
次
元
的
で
あ
り
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
界
に
存
在
し
う
る
の
で
す
。

　
物
質
界
の
悪
影
響
は
、
霊
界
の
次
元
で
修
正
さ
れ
ま
す
。

　
宇
宙
旅
行
を
す
る
と
き
は
、
他
の
宇
宙
を
通
っ
て
く
る
と
、
早
く
来
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
存
在
し
て
い
て
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
矛
盾
し
た
宇
宙
も
あ
り
ま
す
。

量
子
ク
ラ
ウ
ド
と
量
子
サ
ー
バ
ー
で
意
識
は
宇
宙
と
つ
な
が
っ
て
い
る

　
ウ
ン
モ
星
人
に
よ
る
と
、
宇
宙
で
精
神
霊
を
含
む
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
サ
ー
バ
ー
の
よ
う
な
量
子
サ
ー
バ

ー
的
宇
宙
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
、BUAW

E BIAEI

（
意
識
の
集
合
体
、
量
子
宇
宙：

以
降
Ｂ
Ｂ
と
表

記
）
と
い
い
ま
す
。
人
間
が
端
末
で
、
人
間
の
脳
下
垂
体
の
ク
リ
プ
ト
ン
電
子
が
、
宇
宙
の
デ
ー
タ
ー
ベ
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ー
ス
Ｂ
Ｂ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
同
じ
構
造
で
す
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
、「
量
子
ク
ラ
ウ
ド
」
と
定
義
し
ま
し
ょ
う
。
情
報
の
伝
達
は
、
電
子
軌
道
の
量
子
飛
躍
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
伝
達
は
あ
り
ま
せ
ん
。BUAW

A

（
魂
）
は
、
情
報
を
処
理
し
た
り
、

考
え
た
り
、
情
報
を
計
算
し
た
り
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
保
存
を
す
る
も
の
で
す
。

　
人
間
の
心
霊
は
、
３
次
元
と
は
レ
イ
ヤ
ー
の
異
な
る
宇
宙
で
す
。

　
魂
が
住
む
宇
宙
（〝
面
〞
と
呼
ん
だ
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
）
は
特
異
点
で
す
。
そ
の

質
量
は
、
ゼ
ロ
で
、
そ
の
要
素
は
、
静
止
で
す
。
こ
こ
で
は
、
光
に
速
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
情
報
の
一
部
（
ビ
ッ
ト
の
連
続
）
は
、
そ
こ
で
記
録
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
そ
の
情
報
は
、
中
心
部
で
は
、

や
り
取
り
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
紙
の
上
に
情
報
は
印
刷
さ
れ
ま
す
が
、
静
止
し
て
い
る
の
と
同
じ
で

す
。

　
魂
は
、
棚
の
上
に
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
て
置
か
れ
て
い
る
地
球
の
本
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
ま
す
。
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ルBUAW

A

は
、
こ
の
宇
宙
の
１
兆
個

（
10
の
12
乗
）
も
の
似
た
よ
う
な
細
胞
の
中
に
自
分
自
身
が
封
入
さ
れ
た
細
胞
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞

間
に
は
関
連
性
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
が
、
生
存
し
て
い
た
期
間
の
全
て
に
わ
た
る
人
類
の
経
験
を

蓄
積
し
ま
す
。BUAW

A

が
脳
の
経
験
だ
け
を
を
蓄
積
す
る
の
に
対
し
、
人
類
全
体
情
報
フ
ァ
イ
ル
Ｂ
Ｂ

は
、
10
の
18
乗
も
の
異
な
っ
た
人
類
の
経
験
を
集
積
す
る
総
体
に
結
合
さ
せ
る
の
で
す
。
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生物が魂の宇宙BB（この本でいう量子宇宙）につながる様子

ウンモの筆記と印の入った手紙
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シ
ャ
ス
タ
山
の
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
・
ビ
ー
ム

　
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
プ
チ
博
士
と
の
邂
逅
を
皮
切
り
に
新
た
な
経
験
が
次
々
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

宇
宙
人
の
話
か
ら
始
ま
っ
て
、
興
味
は
よ
り
精
神
世
界
の
ほ
う
に
移
行
し
て
い
き
、
バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ン

ド
・
ク
ロ
ウ
、
ア
モ
ラ
・
ク
ァ
ン
・
イ
ン
の
本
を
読
み
、
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
関
係
の
世
界
に
入
っ
て
い
き
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
の
マ
ス
タ
ー
で
あ
り
、
プ
レ
ア
デ
ス
星
の
魂
を
持
つ
サ
ー
シ
ャ

（
宇
宙
人
名
）
と
い
う
方
と
偶
然
ロ
ス
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

　
私
が
敬
愛
し
て
い
た
ア
モ
ラ
・
ク
ァ
ン･

イ
ン
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら

車
で
北
に
５
時
間
く
ら
い
走
っ
た
位
置
に
あ
る
シ
ャ
ス
タ
山
に
お
住
ま
い
の
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
で
、
日
本
に

も
よ
く
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
シ
ャ
ス
タ
山
は
、
２
０
０
７
年
当
時
は
、
ア
モ
ラ
や
ダ
イ
ア
ナ
・
ゲ
イ
ズ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ー
リ
ン

グ
ワ
ー
ク
や
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
お
り
、
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
の
聖
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
ア
モ
ラ
は
そ
の
後
交
通
事
故
で
亡
く
な
り
、
以
降
は
、
２
０
０
７
年
淡
路
夏
至
祭
の
祭
司
を
務

め
て
い
た
だ
い
た
ダ
イ
ア
ナ
・
ゲ
イ
ズ
と
、
２
０
０
７
年
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
呼
び
し

た
サ
ッ
カ
ー
ラ
・
ハ
ー
ト
ソ
ン
グ
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ス
タ
に
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
み
ん
な
そ
こ
に
行
く
の
で
、
い
ろ
ん
な
人
に
会
え
ま
す
。
一
時
期
は
日
系
の
素

晴
ら
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
も
流
行
り
ま
し
た
が
、
今
は
閉
店
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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シ
ャ
ス
タ
全
体
が
、
ド
ー
ム
型
の
気
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
近
づ
く
と
手
が
ジ
ン
ジ
ン

し
て
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充
満
し
て
き
ま
す
。
他
か
ら
の
サ
イ
キ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
を
寄
せ
付
け
な
い
安
心

感
が
あ
る
場
所
で
す
。
シ
ャ
ス
タ
で
は
、
妖
精
や
セ
フ
ィ
ロ
ト
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
な
ど
の
不
思
議
な
写
真
が
数
多

く
撮
れ
、
特
に
夜
中
の
２
時
か
ら
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
現
れ
や
す
い
で
す
。
雪
の
少
な
い
夏
に
は
、
頂
上
付
近

に
車
を
止
め
、
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
寝
な
が
ら
１
０
０
０
兆
個
の
星
が
輝
く
空
を
見
上
げ
る
と
、
み
ず
す

ま
し
の
よ
う
に
動
き
回
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
飽
き
る
ほ
ど
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
真
っ
す
ぐ
に
走
る
の
は
人
工

衛
星
な
の
で
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
の
違
い
は
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。

　
こ
の
地
の
地
下
に
は
、
レ
ム
リ
ア
が
滅
ん
だ
と
き
に
、
リ
ー
ダ
ー
・
ア
ダ
マ
に
率
い
ら
れ
て
地
下
通
路

を
通
っ
て
き
た
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
た
テ
ロ
ス
と
い
う
町
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
５
次
元
の
町
で
、
住
ん

で
い
る
の
も
５
次
元
の
人
々
で
す
。
２
０
０
８
年
に
こ
こ
で
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
の
ワ
ー
ク
を
主
催
し
た
と
き

は
、
日
本
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
先
端
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
方
々
が
来
ら
れ
、
奇
跡
の
連
続
で
し
た
。
そ
の

と
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
テ
ロ
ス
へ
の
入
り
口
を
見
つ
け
、
写
真
に
は
精
霊
や
不
思
議
な
光
が
写
り
、

手
に
は
決
し
て
休
む
こ
と
の
な
い
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
が
止
ま
る
な
ど
凄
ま
じ
い
も
の
で
、
み
ん
な
大
騒
ぎ

で
し
た
。

　
何
回
も
シ
ャ
ス
タ
山
に
は
行
き
ま
し
た
が
、
あ
る
夕
方
、
山
の
中
腹
に
あ
る
パ
ン
サ
ー
・
メ
ド
ウ
ズ
の

草
原
で
、
意
識
の
周
波
数
を
上
昇
さ
せ
て
テ
ロ
ス
に
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
す
る
と
突
然
に
レ
ム
リ
ア
の
滅
び

た
と
き
時
代
の
過
去
生
に
入
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
か
ら
全
く
希
望
が
持
て
な
い
と
い
う
深
い
悲
し
み
の
淵

に
あ
っ
た
と
き
の
感
情
が
よ
み
が
え
っ
て
き
て
、
泣
き
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
過
去
生
で
そ
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ん
な
経
験
が
あ
っ
た
の
に
、
現
在
ま
た
こ
う
し
て
シ
ャ
ス
タ
に
来
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
い
う
、
感

謝
の
気
持
ち
も
逆
に
出
て
き
て
、
絶
望
で
も
あ
き
ら
め
な
く
て
い
い
ん
だ
な
と
思
っ
た
の
で
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
ラ
・
ハ
ー
ト
ソ
ン
グ
の
ハ
ト
ホ
ル
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
儀
式
を
シ
ャ
ス
タ
で
行
っ
た
と
き
は
、

以
前
レ
ム
リ
ア
が
滅
ん
だ
と
き
の
多
く
の
方
の
過
去
生
が
現
れ
て
、
面
白
い
と
い
う
か
大
変
で
し
た
が
、

そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
歴
史
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
富
士
山
か
ら
来
ら
れ
た
霊
能
者
の
方
は
、
過
去
生
に
お
い
て
す
で
に
覚
醒
さ
れ
、
永
遠
の
命
を
お
持
ち

の
方
で
し
た
。
レ
ム
リ
ア
が
崩
れ
落
ち
る
と
き
に
は
皆
を
誘
導
す
る
責
任
者
で
し
た
が
、
誘
導
し
て
い
る

間
に
ト
ン
ネ
ル
が
崩
れ
、
皆
も
亡
く
な
り
自
分
も
絶
望
す
る
と
い
う
、
つ
ら
く
悲
し
い
過
去
を
思
い
出
し

て
泣
き
崩
れ
、
大
変
で
し
た
。

　
そ
の
後
の
こ
と
で
す
。
シ
ャ
ス
タ
山

の
ダ
イ
ア
ナ
・
ゲ
イ
ズ
に
会
い
に
行
っ

た
と
き
、「
今
日
は
特
別
な
の
よ
。
山

に
登
り
ま
し
ょ
う
」
と
誘
わ
れ
、
奇
跡

的
に
世
界
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
の
光
で
あ

る
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン

ス
・
ビ
ー
ム
の
撮
影
が
で
き
ま
し
た
。

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
単
語
が
使
わ
れ

る
前
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
コ
ン
バ
ー

宇宙からのハーモニック・コンバージェンスの波
動を捉えた。

シャスタ山冬景色
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ジ
ェ
ン
ス
と
い
う
単
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
26
ペ
ー
ジ
上
の
写
真
の
光
（
紫
色
を
し
て
い
ま
す
）
が
、

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
の
宇
宙
か
ら
の
光
で
す
。

世
界
初
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
そ
の
頃
は
、
サ
ン
ホ
セ
と
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
を
行
き
来
し
て
お
り
、
仕
事
に
追
わ
れ
超
多
忙
な
毎
日
で
し

た
。
合
間
を
縫
っ
て
、
シ
ャ
ス
タ
で
目
を
白
黒
さ
せ
な
が
ら
サ
イ
キ
ッ
ク
修
行
を
し
て
い
る
と
、
サ
ー
シ

ャ
が
現
地
の
一
冊
の
雑
誌
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
世
界
初
の
「
２
０
１
２
年
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
が
あ
る
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
開
催
地
は
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
の
サ
ン
タ
フ
ェ
。
参

加
費
も
高
く
、
現
地
ま
で
行
く
の
も
面
倒
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
地
下
基
地
も
多
い
と
聞
く
と
、
気
乗
り
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
「
こ
れ
を
日
本
に
持
っ
て
い
か
ね
ば
」
と
い
う
使
命
感
が
わ
い
て
き
て
、
参
加
し
ま
し
た
。

　
前
世
は
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
人
の
シ
ュ
リ
・
ラ
ン
カ
ー
（
ス
リ
ラ
ン
カ
そ
の
も
の
じ
ゃ
な
い
か
！
）
と
キ

ラ
・
ラ
ー
が
主
宰
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ａ
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た
世
界
最
初
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
し
た
。

　
シ
ュ
リ
・
ラ
ン
カ
ー
が
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
し
た
の
は
、
彼
が
あ
る
日
、
う
た
た
寝
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
２
０
１
２
年
の
12
月
に
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
分
岐
し
、
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
を
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
地
球
と
、
利
己
主
義
に
と
ら
わ
れ
て
沈
ん
で
ゆ
く
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
地
球
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
２

０
２
０
年
に
そ
こ
か
ら
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
地
球
と
、
完
全
破
滅
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
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の
地
球
に
分
か
れ
る
光
景
を
見
た
か
ら
で
し
た
。

　
会
場
に
向
か
う
途
中
、
ア
ル
バ
カ
ー
キ
か
ら
サ
ン
タ
フ
ェ
へ
の

道
中
は
、
い
か
に
も
エ
イ
リ
ア
ン
用
の
地
下
基
地
が
あ
り
そ
う
な

雰
囲
気
で
し
た
。
そ
れ
に
実
際
の
主
催
団
体
は
ど
う
考
え
て
も
Ｃ

Ｉ
Ａ
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
人
が
多
い
し
、
緑
色
の
宇
宙

人
グ
レ
イ
の
人
形
だ
ら
け
で
、
何
し
ろ
Ｃ
Ｉ
Ａ
で
名
の
知
れ
た
人

ま
で
話
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
は
、「
２
０
１
２
年
に
何
が
起
き

る
か
？
」
と
い
う
も
の
で
、
人
類
は
ク
オ
ン
タ
ム
リ
ー
プ
（
量
子

的
飛
躍
）
に
よ
り
、
ジ
ャ
ン
プ
し
て
魂
の
進
化
を
遂
げ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
今
回
の
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

は
、
人
間
が
物
質
文
明
か
ら
精
神
文
明
に
変
わ
る
と
い
う
進
化
で
、
量
子
的
飛
躍
で
あ
る
と
い
う
点
に

「
う
ん
、
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
し
ま
し
た
。

（
注：

ク
オ
ン
タ
ム
リ
ー
プ：

動
植
物
の
進
化
は
連
続
的
で
は
な
く
飛
躍
的
で
す
。
人
間
と
猿
の
間
に
中

間
の
種
が
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
「
１
０
１
匹
目
の
猿
」
現
象
の
よ
う
に
、
親
子
関
係
が
な
く
て
も
飛
躍

的
に
進
化
し
ま
す
。
こ
の
進
化
は
物
理
的
に
で
は
な
く
、
量
子
的
か
つ
不
連
続
的
に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
を
ク
オ
ン
タ
ム
リ
ー
プ
と
い
い
ま
す
）

　
会
場
で
は
、
い
ろ
ん
な
方
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
写
真
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
マ
ガ
ジ
ン
の
社
長
で
す
。
同
誌
で

シュリ・ランカー（右）と、キラ・ラー（左）
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は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
事
件
の
記
事
を
た
く
さ
ん
掲
載
し
て
い
ま
す
。
実
際
に

は
書
け
な
い
こ
と
も
多
そ
う
で
す
し
、
諜
報
機
関
と
の
他
人
に
言

え
な
い
い
ろ
ん
な
や
り
取
り
が
あ
り
そ
う
で
す
が
、
社
長
は
実
に

印
象
深
い
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
日
本
人
の
た
め
に
、
２
０
０
７
年
の
春
に
は
東
京
で
、

秋
に
は
京
都
で
、
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
、
ホ
ピ
の
長
老
や
第
一
線
で
活
躍
す

る
ヒ
ー
ラ
ー
を
大
勢
招
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
、
シ
ャ
ス
タ
の

サ
ッ
カ
ー
ラ
・
ハ
ー
ト
ソ
ン
グ
も
い
ま
し
た
。
彼
女
は
、
多
く
の

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
彼
女
が
ダ
ウ
ジ
ン
グ
で
鑑
定
し
て
い
る
と
、
２
０
１
３
年
に
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
す
る
グ
ル
ー

プ
と
２
０
２
０
年
に
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
、
非
常
に
興

味
深
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
間
に
合
う
2
0
2
0
年
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
組

　
彼
女
の
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
結
果
は
、
シ
ュ
リ
・
ラ
ン
カ
ー
の
話
と
酷
似
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
は
「
ま
だ
ま
だ
時
間
が
あ
る
」
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
何
も
で
き
な
い
ま
ま
２
０
１
２

UFO マガジンの社長と著者
2012アセンションWS Santa Fe, NM, USA にて
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年
12
月
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
山
に
こ
も
る
準
備
も
で
き
ず
、
シ
ェ
ル
タ
ー
も
で
き
ず
、「
ど
う
し

よ
う
も
な
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
生
き
残
り
た
い
と
い
う
欲
が
出
て
く
る
と
、
そ
こ
か
ら
あ
れ
こ
れ
と
悩
み
も
生
じ
る
わ
け
で
す
。
い
っ

そ
の
こ
と
、
全
て
の
欲
を
な
く
そ
う
と
思
い
、
思
い
切
っ
て
自
分
の
中
か
ら
全
て
の
欲
を
解
放
し
ま
し
た
。

死
ん
で
も
い
い
し
、
お
金
が
な
く
て
も
い
い
し
、
孤
独
で
も
い
い
し
、
と
。
そ
し
た
ら
す
っ
き
り
し
ま
し

た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
12
月
21
日
に
は
特
に
注
意
を
払
わ
な
い
よ
う
な
状
態
で
、「
何
も
起
こ
ら
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
み
た
い
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
動
画
を
送
っ
て
く
る
友
人
も
い
ま
し
た
が
、

銀
河
や
惑
星
的
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
特
に
何
も
起
き
な
い
だ
ろ
う
し
、
宇
宙
人
か
ら
も
何
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
15
日
頃
、
Ｅ
Ｘ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
宇
宙
政
治
学
）
等
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
や
プ
レ
ア
デ
ス
な
ど

の
宇
宙
人
か
ら
の
情
報
や
、
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
米
国
防
総
省
国
防
高
等
研
究
事
業
局
）
の
リ
モ
ー
ト
・
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
や
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
詳
し
く
、
裁
判
官
で
も
あ
る
、
オ
ー
ブ
ル
博
士
か
ら
複
数
の
メ
ー

ル
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
は
、
そ
も
そ
も
２
０
１
２
年
に
何
か
が
あ
る
と
い
う
話
は
、
１
９
３
１
年
か
ら
の
、
エ
ド
ガ

ー
・
ケ
イ
シ
ー
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
、
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
リ
モ
ー
ト
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
（
遠
隔
透
視
）
で
未

来
を
見
た
と
き
、
２
０
１
３
年
に
米
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
最
高
裁
判
所
が
水
面
下
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

１
９
４
７
年
の
ロ
ズ
ウ
ェ
ル
Ｕ
Ｆ
Ｏ
墜
落
か
ら
生
き
残
っ
た
宇
宙
人
が
、
２
０
１
２
年
以
降
地
球
に
大
災

害
が
あ
る
と
警
告
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
１
９
７
１
年
に
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
行
っ
た
ペ
ガ
サ
ス
・
プ
ロ
ジ
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ェ
ク
ト
で
、
２
０
１
３
年
を
リ
モ
ー
ト
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
見
た
と
き
、
や
は
り
、
２
０
１
３
年
７
月
に

米
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
最
高
裁
判
所
が
30
ｍ
の
水
面
下
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
「
エ
リ
ー
ト
生
存
計
画
」
を
立
て
、
こ
れ
を
Ｎ
Ｗ
Ｏ
（
ニ
ュ
ー
・
ワ
ー
ル

ド
・
オ
ー
ダ
ー
）
と
し
て
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
や
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
指
導
し
て
、
３
０
０
０
兆
円
の
機

密
費
を
使
い
、
１
７
４
か
所
に
Ｄ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
（Deep Underground M

ilitary Bases

）
を
つ
く
り
、
こ
れ

ら
を
結
ぶ
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
・
ホ
ロ
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
し
か
し
、
２
０
１
２
年
の
リ
モ
ー
ト
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
は
、
最
高
裁
判
所
が
水
面
下
に
あ
る
確
率
は

39
％
、
29
％
は
何
も
な
い
と
い
う
結
果
で
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
ス
プ
リ
ッ
ト
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

　
オ
ー
ブ
ル
は
、
こ
の
世
は
、
高
次
の
存
在
が
ホ
ロ
グ
ラ
フ
で
つ
く
っ
た
マ
ル
チ
バ
ー
ス
（
多
宇
宙
）
で
、

多
数
の
宇
宙
が
同
時
並
行
に
存
在
す
る
と
い
い
ま
す
。
彼
は
、
何
も
起
き
な
い
ほ
う
が
本
当
で
あ
ろ
う
と

予
想
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
２
０
１
８
年
現
在
、
こ
の
当
時
か
ら
す
れ
ば
表
面
的
に
は
何
も
起
き
て
い
な
い
の
で
幸
運
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
並
行
宇
宙
の
根
拠
は
、
ほ
と
ん
ど
の
他
の
惑
星
シ
ス
テ
ム
で
は
、
太
陽
が
２
つ
あ
り
、
そ
の
２
つ
が
双

子
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
太
陽
系
に
も
、
太
陽
が
２
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も

２
０
０
５
年
に
魂
を
飛
ば
し
て
太
陽
に
入
っ
た
と
き
は
、
一
枚
め
く
る
と
そ
の
奥
に
新
し
い
太
陽
系
が
あ

り
ま
し
た
。
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２
つ
の
太
陽
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
太
陽
の
近
く
に
も
う
一
つ
の
太
陽
が
接
近
す
る
と
、

太
陽
が
荒
れ
て
コ
ロ
ナ
の
嵐
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
地
球
を
攻

撃
す
る
と
い
う
地
球
崩
壊
の
シ
ナ
リ
オ
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
プ
レ
ア
デ
ス
な
ど
の
宇
宙
連
合
が
、
太
陽
に
三
角

形
の
ポ
ー
タ
ル
を
つ
く
り
防
止
し
て
い
る
と
い
う
話
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
マ
ヤ
の
暦
の
意
味
を
調
べ
直
し
て
み
ま
し
た
。

　
地
球
は
太
陽
の
周
り
を
回
り
、
太
陽
は
プ
レ
ア
デ
ス
の
ア

ル
シ
オ
ー
ネ
の
周
り
を
２
万
５
６
２
７
年
周
期
で
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
は
、
ア
ル
シ
オ
ー
ネ
は
、
そ
の
太
陽
で
あ
る
、
シ
リ
ウ
ス
の
周
り
を
２
万
５
８
０
０
年
の
周
期
で

回
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
シ
リ
ウ
ス
は
、
銀
河
の
中
心
の
グ
レ
ー
ト
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
サ
ン
の
周
り
を

と
て
つ
も
な
い
長
時
間
を
か
け
て
回
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
惑
星
の
配
列
は
、
宇
宙
の
歴
史
が
始
ま
っ
て

か
ら
初
め
て
の
こ
と
で
す
の
で
、
超
次
元
上
昇
が
あ
っ
て
も
な
ん
ら
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
周
期
は
、
マ
ヤ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
調
べ
る
と
そ
う
で

は
な
い
よ
う
で
す
。

　
私
は
こ
こ
で
、
マ
ヤ
と
は
全
く
無
関
係
な
、
大
宇
宙
の
他
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
イ
ン
ド
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
イ
ン
ド
の
宗
教
と
キ
リ
ス
教
を
統
合
し
た
ヨ
ギ
ナ
ン
ダ
の
師

地球に対するコロナ攻撃を防止するため、
プレアデス等の連合が太陽に三角形のポー
タルをつくり防止している。
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で
あ
る
聖
人
シ
ュ
リ
・
ユ
ク
テ
ス
ワ
が
確
認
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
太
陽
が
ヴ
ィ
シ
ュ
ナ
ビ
ー
と
呼
ば
れ
る
大
宇
宙
を
回
っ
て
い
ま
す
。
一
回
り
は
２
万

４
０
０
０
年
。
こ
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ナ
ビ
ー
は
、
創
造
力
ブ
ラ
ッ
マ
（
宇
宙
磁
気
）
の
座
で
す
。

　
こ
の
天
球
図
の
秋
分
点
を
見
ま
す
と
、
乙
女
座
か
ら
獅
子
座
に
入
り
、
現
在
は
ド
ワ
パ
ラ
・
ユ
ガ
に
い

ま
す
。
そ
の
影
響
で
、
人
類
の
知
識
は
、
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
期
間
で
は
、
精
神
的
特

性
ダ
ル
マ
の
発
達
の
第
２
段
階
で
、
最
高
に
至
る
半
分
ま
で
発
達
し
ま
す
。
そ
こ
で
人
類
は
、
こ
の
物
質

界
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
原
理
で
あ
る
微
妙
な

「
電
気
力
」
を
理
解
し
ま
す
。
あ
と
１
万
４
８
０

年
す
る
と
、
ダ
ル
マ
（
内
的
世
界
の
精
神
的
特

性
）
が
最
高
の
レ
ベ
ル
ま
で
発
展
し
ま
す
。

　
こ
う
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
必
ず
し
も
２
０

１
２
年
12
月
21
日
が
特
別
な
日
と
は
言
え
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
調
べ
た
翌
朝
、
穏
や
か
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
実
は
、
欲
を
解
放
し
て
恨
み
を

な
く
し
て
と
い
っ
て
も
、
自
分
が
そ
う
で
も
、
結

局
他
の
人
ま
で
同
時
に
そ
う
な
る
わ
け
で
は
な
か

っ
た
の
で
、
身
の
回
り
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起

シュリ・ユクテスワの宇宙のサイクル。現在、ドワパラ・
ユガにいる。人類の知識は、急速に発展しつつある。
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こ
り
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
予
定
し
て
い
た
お
金
が
入
ら
な
い
こ
と
で
、
知
り
合
い
が
突
然
激
し
く
怒
り
だ
す
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
数
時
間
の
後
、
そ
の
知
り
合
い
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
降
り
て
、「
本
当
の
こ
と
は
自
分
の
中
（
内
的
宇
宙
）

に
あ
り
、
自
分
の
外
（
周
り
の
３
次
元
）
に
は
な
い
」
と
気
が
付
き
、「
金
だ
、
物
だ
」
と
い
う
現
実
的

問
題
、
物
質
界
に
束
縛
さ
れ
た
精
神
的
な
苦
痛
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
起
き
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
外
の
宇
宙
（
物
質
界
）
は
、「
幻
像
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
知
り
合
い
は
す
っ
か

り
穏
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
話
は
誰
に
で
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰
に
も
、
自
分
の
内
部
の
宇
宙
と
、
自

分
の
外
の
宇
宙
と
い
う
２
つ
の
宇
宙
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
マ
ル
チ
バ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
当
然
な
が
ら
、
自
分
の
中
に
は
、
別
の
自
分
も
何
人
か
存
在
し
て
お
り
、
自
分
の
内
部
も
、
マ
ル
チ
バ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
自
分
の
外
の
宇
宙
は
み
ん
な
に
共
通
な
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
五
感
に
よ
っ
て
見
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
意
識
で
創
造
さ
れ
た
客
観
性
の
な
い
「
幻
想
」
に
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
内
部
の
宇
宙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
裏
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
実
際
は
一
つ
の
大
本
の
意
識
で
あ
る
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
持

た
せ
な
が
ら
、
別
の
形
で
表
れ
て
い
る
、
そ
れ
を
私
た
ち
は
自
分
と
い
う
個
性
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
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し
れ
ま
せ
ん
。

　
要
は
、
た
っ
た
一
つ
の
大
本
（
父
な
る
神
、
あ
る
い
は
宇
宙
の
根
源
）
が
、
多
く
の
宇
宙
（
マ
ル
チ
バ

ー
ス
）
と
し
て
表
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
の
聖
者
で
あ
る
シ
ュ
リ
・
ユ
ク
テ
ス
ワ
の
言
葉
を
借
り
る
と
、「
人
は
生
来
、

直
感
的
に
、
目
に
見
え
な
い
一
つ
の
実
体
の
存
在
を
信
じ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
信
仰
心
を
内
に
宿
し

て
い
る
。
我
々
の
五
感
（
視
聴
臭
味
触
）
の
対
象
で
あ
る
、
眼
前
の
世
界
を
構
成
し
て
い
る
も
ろ
も
ろ
の

事
物
は
、
そ
の
一
つ
の
実
体
が
表
す
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
（
現
れ
た
姿
）
で
あ
る
が
、
人
間
は
、
こ
の
属
性

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
肉
体
の
中
に
自
己
意
識
を
没
入
さ
せ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
不
完
全
な
肉
体
の
器

官
が
認
識
し
う
る
同
じ
次
元
の
属
性
し
か
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、
実
体
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
物
質
界
の
人
間
は
、
マ
ー
ヤ
と
呼
ば
れ
る
神
の
幻
術
に
よ
っ

て
映
し
出
さ
れ
て
い
る
そ
の
属
性
か
ら
自
己
を
引
き
上
げ
て
、
本
来
の
神
性
を
取
り
戻
さ
な
い
限
り
、
こ

の
唯
一
の
実
体
（
父
な
る
神
）
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
単
純
に
言
え
ば
、
こ
の
現
実
に
投
影
さ
れ
た
、
目
に
見
え
る
マ
ー
ヤ
と
呼
ば
れ
る
宇
宙
か
ら
、

我
々
の
内
部
を
通
り
、
投
影
の
も
と
と
な
る
量
子
宇
宙
に
入
れ
ば
そ
の
唯
一
の
実
体
を
理
解
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。


